
太宰府市華道連盟

季節の生け花

夕
立
の
あ
が
り
し
庭
に
紋
黄
蝶

愛
を
舞
い
お
り
も
み
じ
の
上
に

　
　
　
　
　
湯
の
谷
／
山
﨑
　
八
重
子

病
身
の
兄
を
支
へ
し
義
姉
の
皺

額
に
深
き
空
を
見
上
ぐ
る

　
　
　
　
　
　
五
条
／
山
田
　
乃
ぞ
み

山
法
師
の
枝
奥
の
巣
に
鳩
一
羽

時
の
止
ま
っ
て
身
じ
ろ
ぎ
も
せ
ず

　
　
　
　
　
筑
紫
野
市
／
渡
辺
　
保
子

方
言
の
響
き
合
う
友
と
ホ
ー
ム
に
て

昭
和
を
生
き
し
語
ら
い
尽
き
ず

　
　
　
　
　
　
　
青
山
／
亀
渕
　
咲
子

寝
相
ま
で
兄
弟
げ
ん
か
せ
る
寝
冷
　

　
　
　
　
星
ヶ
丘
／
柴
田
　
慧
美
子

添
へ
ら
れ
し
菜
の
瑞
々
し
夏
料
理

　
　
　
　
　
　
　
国
分
／
松
尾
　
満
子

好
物
も
横
目
で
ス
ル
ー
寝
冷
の
子

　
　
　
　
　
　
　
水
城
／
福
永
　
惠
美

史
蹟
野
や
周
囲
の
山
も
昼
寝
ら
し

　
　
　
　
　
　
　
青
葉
台
／
平
野
　
香

門
柱
の
シ
ー
サ
ー
灼
け
を
り
水
を
打
つ

　
　
　
　
　
朝
倉
市
／
味
酒
　
ふ
じ
子

打
水
や
庭
石
の
色
日
向
の
香

　
　
　
　
　
　
青
葉
台
／
本
山
　
晴
子

打
水
を
合
図
に
寿
司
屋
開
店
す

　
　
　
　
　
　
向
佐
野
／
内
田
　
典
子

金
槌
の
打
つ
音
止
み
て
三
尺
寝

　
　
　
　
　
星
ヶ
丘
／
江
里
口
　
幸
生

汀
子
句
集
胸
に
ご
ろ
寝
や
夏
の
月

　
　
　
　
　
観
世
音
寺
／
野
田
　
杉
子

滝
音
や
谺
し
響
く
山
の
声

　
　
　
　
　
大
佐
野
台
／
金
丸
　
恵
子

川
の
字
の
真
ん
中
は
点
夏
蒲
団

　
　
　
　
　
　
小
郡
市
／
貞
金
　
志
帆

芸
術
の
ご
と
き
毛
虫
の
這
う
て
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
高
雄
／
福
島
　
久
美
子

意
地
捨
て
て
み
て
も
炎
天
無
く
な
ら
ず

　
　
　
　
　
　
青
葉
台
／
彦
坂
　
正
孚

静
け
さ
は
父
母
亡
き
家
の
昼
寝
か
な

　
　
　
　
　
福
岡
市
／
北
川
　
朴
洋
子

梅
雨
の
闇
誰
に
も
言
へ
ぬ
夢
に
醒
め

　
　
　
　
　
福
岡
市
／
塩
飽
　
た
か
子

い
つ
の
日
も
私
は
ワ
タ
シ
染
ま
れ
な
い

　
　
　
　
　
福
岡
市
／
王
丸
　
真
知
子

こ
こ
迄
と
決
め
た
目
盛
り
が
守
ら
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
春
日
市
／
大
塚
　
茂

砂
に
似
て
記
憶
さ
ら
さ
ら
こ
ぼ
れ
落
ち

　
　
　
　
　
観
世
音
寺
／
河
原
　
明
子

花
金
の
夜
は
ボ
ト
ル
の
愚
痴
を
聞
く

　
　
　
　
　
　
国
分
／
岸
本
　
し
ず
え

初
め
て
の
帯
を
結
ば
せ
夏
祭
り

　
　
　
　
　
二
日
市
／
坂
本
　
や
よ
子

静
も
れ
る
家
並
に
白
き
夏
の
月

　
　
　
　
　
長
浦
台
／
徳
賀
　
美
智
子

両
親
の
忌
日
近
づ
く
夏
の
月

　
　
　
　
　
高
雄
台
／
荒
島
　
由
美
子

刻
々
と
し
ぶ
く
瀑
布
を
う
ち
仰
ぐ

　
　
　
　
　
　
福
岡
市
／
工
藤
　
友
子

い
つ
も
よ
り
甘
え
て
を
り
ぬ
寝
冷
の
児

　
　
　
　
　
　
　
馬
場
／
有
岡
　
和
砂

今
ご
ろ
に
な
つ
て
寝
冷
と
知
る
不
覚

　
　
　
　
　
　
小
郡
市
／
宮
原
　
勝
彦

日
本
国
戦
後
八
十
年
平
和
な
り

テ
レ
ビ
の
向
こ
う
四
ケ
所
で
戦
火

　
　
　
　
　
　
福
岡
市
／
玉
本
　
朝
子

太
宰
府
短
歌
会

太
宰
府
俳
句
会

持
永
　
真
理
子 

選

飛
梅
句
会

介
弘
　
紀
子 

選

宝
満
句
会

菅
井
　
久
美
子 

選

都
久
志
て
ん
じ
ん
句
会

佐
々
木
　
甘
露
子 

選

太
宰
府
川
柳
倶
楽
部

小
池
　
一
恵 

選

つ
れ

づ
れ

国際交流・韓国
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韓国の若者の消費傾向と変化
太宰府市国際交流員

キム シンヒョン

金辛泫

　近年、韓国では若者の消費傾向に大きな変化が見られています。その代表
的な流れとして、「YOLO」、「FIRE」、そして「YONO」があります。
　「YOLO（You Only Live Once）」は、2010年代半ばから広がった価値
観で、「今この瞬間を楽しむ」ことを最優先にしたライフスタイルです。将来
のための貯蓄よりも、旅行や趣味、美食などにお金を使う傾向が強まりまし
た。この背景には、厳しい就職競争や住宅価格の高騰といった社会的要因が
あり、「どうせ将来は不確実なら、今を楽しもう」とする考えが広がったから
です。
　その後、「FIRE（Financial Independence, Retire Early）」という考え
方が注目を集めました。これは新型コロナウイルスや厳しい社会状況から影
響を受けたもので、早期引退を目指し節約と投資に力を入れるライフスタイ
ルです。
　そして、最近登場したのが「YONO（You Only Need One）」です。これ
は「人生に本当に必要なものは一つでいい」というミニマリズムに基づいた
考え方で、物質的な豊かさよりも精神的な充足を求めるライフスタイルで
す。
　このように、韓国の消費傾向は「今を楽しむ」から「将来への備え」、そして
「本当に大切なものへの集中」へと移り変わってきました。社会の変化に敏
感な韓国の若者たちの選択、皆さんはどう思いますか？

ヨルロ ファイア ヨノ

花材：夏はぜ、オクラレウカ、
トルコききょう

池坊米倉　早苗
よね くら さ　なえ

みんなのとしょかん 開館時間　午前１０時から午後6時まで
TEL：（921）4646／FAX：（921）4896

ヨ ム ヨ ム

市民
図書館

※金曜・土曜（祝日除く）は午後７時まで

太
宰
府
の
文
華
〜
公
文
書
館
だ
よ
り
　
　
〜

　
鎌
倉
幕
府
が
九
州
に
設
置
し
た
守
護

は
、
通
常
の
守
護
と
は
違
い
裁
判
を
行
う

こ
と
が
許
可
さ
れ
ま
し
た
。
た
だ
裁
判
と

言
っ
て
も
最
終
判
決
で
は
な
く
、
現
代
の

地
方
裁
判
所
の
よ
う
な
役
割
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
筑
前
・
豊
前
・
肥
前
３
か
国

の
守
護
だ
っ
た
武
藤
資
頼
も
、
そ
の
政
庁

の
宰
府
守
護
所
に
お
い
て
裁
判
を
行
い
ま

し
た
。
今
回
は
そ
の
う
ち
、
肥
前
国
の
武

雄
社
（
現
佐
賀
県
武
雄
市
）
に
お
け
る
争

い
を
裁
い
た
事
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
武
雄
社
は
府
社
と
呼
ば
れ
る
大
宰
府
直

轄
の
神
社
で
、
そ
の
神
官
の
長
で
あ
る
本

司
職
の
地
位
を
め
ぐ
っ
て
争
い
が
繰
り
返

さ
れ
ま
し
た
。
始
ま
り
は
平
安
時
代
末
期

の
12
世
紀
中
頃
、
本
司
職
を
相
続
し
た
藤

原
貞
門
と
、
そ
の
弟
貞
永
ら
が
争
い
、
大

宰
府
が
裁
定
し
て
貞
門
が
勝
訴
し
ま
し

た
。
以
後
、
本
司
職
は
貞
門
か
ら
子
の
守

門
、
孫
の
家
門
へ
引
き
継
が
れ
ま
し
た

が
、
出
家
し
て
蓮
妙
と
名
乗
っ
た
貞
永
と

の
対
立
は
解
決
せ
ず
、
鎌
倉
時
代
の
13
世

紀
初
頭
に
再
燃
し
ま
す
。

　
元
久
元
（
１
２
０
４
）
年
、
家
門
は
幕

府
に
訴
え
、
幕
府
の
指
示
で
宰
府
守
護
所

に
て
裁
判
が
行
わ
れ
ま
す
。
被
告
の
蓮
妙

は
取
り
調
べ
を
拒
み
、
法
廷
に
も
出
頭
せ

ず
、
９
月
に
は
家
門
を
本
司
職
と
す
る
判

決
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
蓮
妙
は
大

宰
府
に
訴
え
、
11
月
に
蓮
妙
の
勝
訴
と
い

う
正
反
対
の
判
決
が
出
さ
れ
ま
す
。
大
宰

府
の
判
決
を
出
し
た
の
は
、
武
藤
資
頼
ら

現
地
の
役
人
で
は
な
く
、
京
都
に
い
る
上

司
の
大
宰
大
弐
ら
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
両

所
の
判
決
が
食
い
違
っ
て
し
ま
い
、
決
着

が
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
建
永
元
（
１
２
０
６
）
年
、
蓮
妙
は
先

の
宰
府
守
護
所
の
判
決
に
抵
抗
し
、
屋
敷

に
兵
を
入
れ
て
守
り
を
固
め
、
７
月
頃
に

は
幕
府
に
訴
え
て
自
分
を
本
司
職
と
す
る

判
決
を
得
て
い
ま
す
。
対
す
る
宰
府
守
護

所
も
幕
府
に
訴
え
、
９
月
に
家
門
を
本
司

職
と
す
る
判
決
を
獲
得
し
ま
し
た
。
こ
こ

で
は
判
決
を
幕
府
が
一
度
逆
転
さ
せ
、
さ

ら
に
元
に
戻
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
も
争

い
は
続
き
、
双
方
と
も
代
替
わ
り
し
て
家

門
の
子
能
門
と
蓮
妙
の
孫
実
直
の
裁
判
へ

と
移
行
し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
長
き
に
わ
た
る
武
雄
社
の

裁
判
の
中
で
、
資
頼
の
宰
府
守
護
所
は
第

一
審
の
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
が
、
判
決

は
後
に
大
宰
府
や
幕
府
に
よ
り
二
転
三
転

し
て
い
っ
た
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
　
太
宰
府
市
公
文
書
館
　
大
塚
　
俊
司

武
藤
資
頼
の
裁
判
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ど
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あたらしくはいった本 令和７年７月 貸出開始資料から

●その他の本　卵、乳製品、白砂糖を使わないバナナのお菓子(今井ようこ／著)　昭和が愛した言葉
たち(栗山圭介／著)　現代バテ(谷口英喜／著) コーヒーの授業(UCCコーヒーアカデミー／監修)　恐
い間取り　4(松原タニシ／著)　いつの間にか仲良くなっている人たちの世界(野口敏／著)　フランス
人は靴下に穴が空いていても優雅に生きる(しばひろ／著)

●小説　トットあした(黒柳徹子／著)　こうふくろう(薬丸岳／著)　暦のしずく(沢木耕太郎／著)　サイ
レントシンガー (小川洋子／著)　ネバーランドの向こう側(佐原ひかり／著)　ウインクに警告(南原詠／
著)　帰れない探偵(柴崎友香／著)　関係のないこと(上田岳弘／著)　妻はりんごを食べない(瀧羽麻
子／著)　ジェイムズ(パーシヴァル・エヴェレット／著)　黒い空(アーナルデュル・インドリダソン／著)　

としょかんカレンダー
日 月 火 水 木 金 土
1
8
15
22
29

2
9
16
23
30

3
10
17
24

7
14
21
28

4
11
18
25

5
12
19
26

6
13
20
27

9月

○印の日は、
お休みです。

む  

と
う
す
け
よ
り

　これから子どもたちに読み聞かせ活動を始めたい人や、基本を
学びたい人のための講座です。講座終了後、希望者には活動場所
の紹介をします。
日　時　９月19日㈮・26日㈮、10月10日㈮　午前10時～正午
場　所　プラム・カルコア太宰府（中央公民館）２階会議室
対象者　読み聞かせ未経験または経験３年以内の人
講　師　太宰府おはなし会代表　八尋理恵さん
申込締切　９月15日㈪　　定　員　16人　　料　金　無料
申込方法　図書館カウンター、もしくは問い合わせ先に電話。

読書ボランティア講座参加者を募集します 市民図書館　
（☎内線 672）

22広報だざいふ 2025.9 （令和７年）太宰府市役所　代表電話 （921）2121  FAX （921）1601


